






















染色は 2% PFA で固定し、ゼラチンとサポニンの混合液をブロッキングバッファーとして
用い、一次抗体、二次抗体をそれぞれ反応させた後、封入を行い、共焦点レーザー顕微鏡
で観察を行った. 
 
【実験結果と考察】アファディンノックアウト細胞はシストを正常に形成しており、細胞
間接着構造体にも影響は見られなかった. しかしながら、アファディンに加え p120-カテニ
ンや ZO-1 などの接着タンパク質をノックアウトしたところ、シストに異常が現れ、接着構
造体にも影響があった. これらの細胞で再発現の実験を行ったところ、正常なシストを形成
するようになった. アファディンはそれぞれ様々なタンパク質との結合ドメインを持って
おり、複合体をつくることによって上皮構造を維持していると考えられる. したがって、こ
れらの結果からそのうちの一つをノックアウトしても、互いに補い合うことで上皮構造に
影響を与えないが、複数ノックアウトすることによって複合体が破壊され、上皮構造の形
成、維持ができなくなることが考えられる.  
